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 第2章  地域及び公共交通の現状 
 

2.1  社会状況 
(1)  ⼈⼝の推移 

本市の人口は平成７年をピークに減少に転じ、令和２年の国勢調査では 94,927 人

となっています。人口減少は今後も進行することが予想され、令和 27 年には 73,671

人まで減少すると推計されています。また、高齢化も進行しており、令和 2年の高齢

化率は 32.5％で、人口の３割以上が 65 歳以上となっています。 

人口減少や高齢化は地域によって進行状況に差があり、新発田市街地から離れた地

域において顕著です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地域別⼈⼝増減率 
    【平成７年→令和２年】 

図 ⼈⼝の推移 
出典：国勢調査（令和２年まで）※総人口には年齢不詳を含む 

国立社会保障・人口問題研究所(令和７年以降) ※平成 27 年国勢調査に基づく推計 

出典：国勢調査（平成 27 年、令和２年） 

図 地域別⾼齢化率 

出典：国勢調査（令和２年） 
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(2)  ⼈⼝の分布 
人口は本庁地区に集中しており、郊外部にも広く分布しています。 

概ね人口分布に沿って路線バスやコミュニティバスが運行されていますが、バス停

留所や鉄道駅が付近にない地域もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 ⼈⼝分布 
出典：国勢調査（令和２年） 
※250m メッシュ 
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(3)  ⾼齢者の交通事故の動向 
 本市では、交通事故の発生件数に占める高齢者加害事故の割合は近年増加しつつあ

り、令和４年度は 35.7％となっています。 

 平成 25 年度から高齢者の交通事故防止対策として、高齢者運転免許証返納支援事

業に取り組んでおり、返納者に対してバス回数券等の交付を行っています。支援件数

は増加傾向にありましたが、近年は横ばいで推移し、令和４年度の支援件数は 318 件

となっています。 
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図 ⾼齢者加害事故の発⽣状況 
出典：新発田警察署 

図 運転免許返納⽀援件数 
出典：新発田市資料 
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(4)  通勤・通学の実態 
 通学では、流入人口が流出人口を上回っており、近隣市町村から多くの学生が本市

へ通学しています。 

 通勤では、流出人口が流入人口を上回っており、特に新潟市、聖籠町、胎内市との

流動が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 通学における流出⼊⼈⼝ 

出典：国勢調査（令和２年） 
※10 人未満の市町村、県外市町村、上越市、柏崎市は図への表記を省略。 

図 通勤における流出⼊⼈⼝ 

【通学：流出⼈⼝】 

【通勤：流出⼈⼝】 

総数：15,358 ⼈/⽇※          総数：11,840 ⼈/⽇※ 

総数：1,272 ⼈/⽇※           総数：1,963 ⼈/⽇※ 

【通学：流⼊⼈⼝】 

【通勤：流⼊⼈⼝】 
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(5)  新発⽥市街地の変化 
新発田市街地では、モータリゼーションの進展、大型店の郊外出店などを背景とし

て、空き店舗の増加等による商業機能の低下や人口減少の進行など、空洞化が深刻化

しています。 

一方で、平成 18 年には県立新発田病院、リウマチセンターが新発田駅前に移転、

平成 28 年には新発田駅前複合施設「イクネスしばた」がオープン、平成 29 年には、

市庁舎「ヨリネスしばた」が開庁し、新発田市街地には多くの公共公益施設が立地し

ています。また、令和５年には大倉喜八郎の別邸「蔵春閣」の東公園への移築が完了

し、施設の公開が開始されたことで観光や経済の活性化が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 新発⽥市街地の⼈⼝増減【平成 22 年→令和２年】 
出典：国勢調査（平成 22 年、令和２年） 

図 新発⽥市街地商店街の店舗率の推移 
出典：新発田市空き店舗調査 

84% 85% 84% 82%
76%

71% 68%
64%

61% 62% 64% 63%
59% 57%

74% 76% 73% 71%
65%

60%
54%

51% 50% 50% 50% 48%
44% 43%

16% 15% 16% 18%
25%

29% 32%
36% 39% 38% 36% 37%

41% 43%

11% 11% 10% 12%
19%

24% 24%
28% 29% 28%

24% 27% 29% 31%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2（年）

店舗率 商業としての営業率 非店舗率 空き店舗率



 

9 

 

(6)  観光の実態 
 本市の観光施設は、新発田市街地では新発田駅西側に概ね集積していますが、新発田

駅の東側や郊外部にも広く分布しています。 

 令和２年以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、観光入込客数は大幅に

減少しており、令和３年は約120万人で、令和元年の約250万人から半減しています。 

観光施設別では、月岡温泉を訪れる観光客が圧倒的に多く、令和元年までは年間 50

万人以上が来訪しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光施設 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 

月岡温泉 555,170 541,420 519,610 506,746 363,396 298,244 

紫雲の郷 197,750 190,930 204,730 207,112 76,195 115,611 

新発田市カルチャーセンター 226,360 228,300 226,460 159,897 66,588 95,993 

五十公野公園 73,190 73,190 ― ― 65,481 76,770 

道の駅ふれあいセンター桜館 184,390 185,810 185,290 175,221 ― ― 

月岡温泉足湯 82,900 88,240 94,050 93,130 ― ― 

百花の里城山温泉 68,320 64,670 59,980 59,979 ― ― 

新発田あやめの湯 68,850 69,400 59,970 56,689 ― ― 

新発田城 54,140 52,930 48,160 54,294 ― ― 

県立公園スポーツ施設 57,726 52,990 54,290 52,938 ― ― 

藤塚浜海水浴場 ― ― 47,701 50,180 ― ― 

県立紫雲寺記念公園 77,230 77,230 ― ― ― ― 

  

6.1 
6.4 

10.0 

8.1 
9.7 

10.0 

13.8 

14.1 

13.2 
10.8 

10.5 

8.1 

0

5

10

15

20

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

（万人）

274.5 
260.2 

254.3 
246.9 

124.0 
120.8 

0

100

200

300

400

H28 H29 H30 R1 R2 R3 （年）

（万人）

図 観光⼊込客数の推移（年別） 
 

図 令和３年における観光 
   ⼊込客数の推移（⽉別） 

出典：令和３年新潟県観光入込客統計 出典：令和３年新潟県観光入込客統計 

表 主な施設の観光⼊込客数の推移 
 

出典：新潟県観光入込客統計 
※当年もしくは前後の年の観光入込客数が５万人以上の観光施設のみ掲載 

（単位：人） 
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2.2  公共交通の現状 
(1)  公共交通網 

新発田駅を中心として、バスや鉄道を含めて放射状に公共交通網が形成されており、

新発田市街地と周辺地域間の移動手段を確保しています。新発田市街地では市街地循

環（あやめ）バスが運行しており、市街地内の移動利便性を高めています。また、各

路線とも需要に応じた運行本数を設定しながらサービスの確保に努めています。 
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図 公共交通の運⾏状況 
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出典：新発田市、東日本旅客鉄道株式会社、新潟交通観光バス株式会社 
※令和５年度の平日における運行本数 
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(2)  公共交通空⽩地域 
 概ね人口分布に沿って路線バスやコミュニティバスが運行しているものの、市内全

域において公共交通空白地域が点在していることから、新発田版デマンド方式による

移動手段の確保に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 公共交通空⽩地域の分布状況 
 

出典：国勢調査（令和２年） 
※250m メッシュ 
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(3)  鉄道 
市内には７駅が立地しており、新津駅方面と村上駅方面を結ぶ羽越本線と、新潟駅

方面を結ぶ白新線の２路線が運行しています。また、新発田駅は、すべての路線の普

通列車、特急列車の停車駅となっています。新発田駅前ロータリーは、鉄道とバスの

乗継ぎ、バスからバスへの乗継ぎに利用される交通結節点となっています。 

乗車人員は減少傾向にあり、令和４年度は 3,095 人/日となっています。路線別の

平均通過人員は、令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛の

影響で大幅に減少していますが、回復傾向にあります。 

 

 

路線 方面 駅 各停本数（快速含） 特急本数 計 

白新線 
新潟
方面 

新発田駅 
西新発田駅 
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73 本 
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方面 

新発田駅 
加治駅 
金塚駅 

村上方面 20 本 村上方面 7 本 
53 本 

新発田方面 19 本 新発田方面 7 本 

新津
方面 

新発田駅 
中浦駅 
月岡駅 

新津方面 11 本 新津方面 0 本 
23 本 

新発田方面 12 本 新発田方面 0 本 
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図 新発⽥駅の⽇平均乗⾞⼈員 
出典：東日本旅客鉄道株式会社 

図 路線別の平均通過⼈員 
出典：東日本旅客鉄道株式会社 

表 鉄道の運⾏本数（平⽇） 

出典：東日本旅客鉄道株式会社（令和５年４月時点） 
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(4)  路線バス 
路線バスは、通勤・通学の流動が多い新潟市方面のほか、紫雲寺地区や佐々木地区

といった新発田市街地周辺の地域を結ぶ形で運行しています。利用者数は、平成 24 年

度をピークに減少傾向にあり、令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外

出自粛の影響で約 33.2 万人まで落ち込みましたが、令和４年度は約 36 万人まで回復

しました。 

 

 

区分 方面 路線 
運行本数（平日） 

備考 新発田 
方面 

郊外 
方面 

計 

営業路線 
新潟市 
方面 

大形線 16 本 16 本 32 本 平日のみ 

廃止代替 
路線 

紫雲寺 
方面 

藤塚浜・ 
金竜橋線 

3 本 6 本 9 本 平日のみ 

佐々木 
方面 

飯島線 2 本 2 本 4 本  

計 21 本 24 本 45 本  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 路線バスの運⾏本数（平⽇） 

出典：新潟交通観光バス株式会社（令和５年７月時点） 

図 路線バス利⽤者数の推移 
出典：新潟交通観光バス株式会社 
※バス事業年度（10 月から翌年９月まで） 

493,768 

531,174 

554,771 

509,043 

477,336 

426,512 

438,368 

397,930 
360,847 

348,822 

296,715 

284,832 

314,000 

65,734 

62,181 
70,757 

64,163 
72,698 

53,137 60,525 
54,447 

56,543 
55,267 

52,027 
47,683 

46,380 

559,502 
593,355 

625,528 

573,206 
550,034 

479,649 
498,893 

452,377 
417,390 

404,089 
348,742 

332,515 

360,380 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

(人)

（年度）

営業路線 廃止代替路線



 

15 

 

(5)  コミュニティバス・乗合タクシー 
新発田市街地におけるアクセス機能の向上と公共交通空白地域の解消を図るとと

もに、交通弱者の移動手段を確保するため、コミュニティバスや乗合タクシーを運行

しています。一部の路線では、運行の効率化を図るため、定路線迂回型運行「新発田

版デマンド方式」※による運行を行っています。 

利用者数は近年減少傾向にあり、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響も

重なり各路線とも大きく減少しました。令和３年度以降は各路線とも回復傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※定路線迂回型運行「新発田版デマンド方式」 

：停留所を結ぶ基本ルートは予約がない場合でも運行し、予約があった場合は、そ

の予約があった停留所まで迂回して運行する運行内容のこと。 

 

 

  

図 定路線迂回型運⾏「新発⽥版デマンド⽅式」のイメージ 

図 コミュニティバス乗⾞⼈数の推移 
出典：新発田市資料 
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路線名 区分 
運行本数（平日） 

備考 市街地方面 
（外回り） 

郊外方面 
（内回り） 

市街地循環 
（あやめ）バス 

コミュニティバス 13 本 12 本 
 

菅谷・加治 

コミュニティバス 
コミュニティバス 11 本 9 本 

新発田市街地
乗入れ便数 

川東 

コミュニティバス 
コミュニティバス 15 本 15 本 

新発田市街地
乗入れ便数 

松浦地区公共交通 

「まつうら号」 
乗合タクシー 2 本 2 本 

新発田版 

デマンド方式 

豊浦地区公共交通 

「本田・天王号」 
コミュニティバス 2 本 2 本 

豊浦地区公共交通 

「中浦・荒橋号」 
乗合タクシー 2 本 2 本 

五十公野～赤谷地区公共交通 

「あかたに号」 
コミュニティバス 

小戸ルート：2本 

滝谷ルート：2本 
3 本 

加治川地区公共交通 

「かじかわ号」 
乗合タクシー 

金塚ルート：2本 

貝屋・住田ルート：2本 
2 本 

 
 
 

■市街地循環（あやめ）バス【平成 18 年 11 月運行開始】 

 新発田市街地を循環するコミュニティバスで、新発田市役所「ヨリネスしばた」や

主要な大型商業施設、県立新発田病院を経由し運行しています。また、利用者ニーズ

に対応するため、「内回り」と「外回り」の双方向に運行しており、通学・買い物・通

院等にあわせた運行時刻を設定しています。 

 

■菅谷・加治コミュニティバス【平成 18 年 10 月運行開始】 

菅谷・加治地区と新発田市街地を結ぶコミュニティバスで、地域住民の通学・買い

物・通院等に利用されています。 

地域住民で構成される NPO 法人が運行を担っており、地域の利用ニーズに応じた柔

軟な運行を行っています。 

小・中学生のスクールバスとしての役割を担うとともに、高校生が各高校行きの便

に乗り換えることができる乗換拠点を整備しており、通学しやすい環境が確保されて

います。また、乗換えなしで新発田市街地の目的地にアクセスできるよう、一部が市

街地循環（あやめ）バス路線に乗り入れています。 

 

■川東コミュニティバス【平成 26 年４月運行開始】 

川東地区と新発田市街地を結ぶコミュニティバスで、地域住民の通学・買い物・通

院等に利用されるとともに、小・中学生のスクールバスとしても利用されています。 

運行内容は、地域関係者で構成される組織が中心となって検討を進め、運行の見直

しや利用促進を図っています。 

 川東小学校を乗換拠点として、地域内の各方面へ運行しているとともに、高校生が

各高校行きの便に乗り換えて通学できる環境が確保されています。また、乗換えなし

で新発田市街地の目的地にアクセスできるよう、一部が市街地循環（あやめ）バス路

線に乗り入れています。 

表 コミュニティバス・乗合タクシーの運⾏本数（平⽇） 

出典：新発田市資料（令和５年度） 
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■松浦地区公共交通「まつうら号」【平成 30 年４月運行開始】 

 松浦地区と新発田市街地を結ぶ乗合タクシーで、地域住民の通学・買い物・通院等

に利用されています。実証運行を経て、令和３年４月から本格運行を開始しました。 

運行内容は、地域関係者で構成される組織が中心となって検討を進め、運行の見直

しや利用促進を図っています。 

予約がなくても停留所を結ぶ基本ルートを運行し、予約があった場合は、その予約

があった停留所を迂回して運行する定路線迂回型運行「新発田版デマンド方式」によ

る運行を行っています。 

 

■豊浦地区公共交通「本田・天王号」「中浦・荒橋号」【令和３年 10 月運行開始】 

 豊浦地区と新発田市街地を結ぶコミュニティバスの「本田・天王号」と、乗合タク

シーの「中浦・荒橋号」が運行されており、地域住民の通学・買い物・通院等に利用

されています。 

運行内容は、地域関係者で構成される組織が中心となって検討を進め、運行の見直

しや利用促進を図っています。 

 「本田・天王号」と「中浦・荒橋号」は、予約がなくても停留所を結ぶ基本ルート

を運行し、予約があった場合は、その予約があった停留所を迂回して運行する定路線

迂回型運行「新発田版デマンド方式」による運行を行っています。 

 

■五十公野～赤谷地区公共交通「あかたに号」【令和５年５月運行開始】 

 赤谷地区と新発田市街地を結ぶコミュニティバスで、地域住民の通学・買い物・通

院等に利用されています。 

運行内容は、地域関係者で構成される組織が中心となって検討を進め、運行の見直

しや利用促進を図っています。 

予約がなくても停留所を結ぶ基本ルートを運行し、予約があった場合は、その予約

があった停留所を迂回して運行する定路線迂回型運行「新発田版デマンド方式」によ

る運行を行っています。なお、高校生の通学対応のため、一部便はバス車両で運行し

ています。 

 

■加治川地区公共交通「かじかわ号」【令和５年 11 月運行開始】 

 加治川地区と新発田市街地を結ぶ乗合タクシーで、地域住民の通学・買い物・通院

等に利用されています。 

運行内容は、地域関係者で構成される組織が中心となって検討を進め、利用促進を

図っています。 

予約がなくても停留所を結ぶ基本ルートを運行し、予約があった場合は、その予約

があった停留所を迂回して運行する定路線迂回型運行「新発田版デマンド方式」によ

る運行を行っています。 
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(6)  バス・乗合タクシーの運⾏に係る財政負担 
令和４年度のバスの運行に係る本市の財政負担は約 1.5 億円となっており、平成 20

年度と比較して増加しています。路線バスの廃止に伴いコミュニティバスや予約型乗

合タクシーを導入しているため、財政負担額に占める路線バスの割合は年々減少し、

コミュニティバスや乗合タクシーの割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)  タクシー 
本市にはタクシー事業者が３社あり、鉄道やバスでは担うことのできない時間帯や、

自由度の高い移動サービスを行っています。通常のタクシー車両に加え、ジャンボタ

クシーを導入している会社もあります。 

タクシーは、鉄道やバスとともに、持続可能な公共交通ネットワークを形成する重

要な交通機関のひとつとなっています。 

 

 

 小型 大型 ジャンボ 

株式会社下越タクシー 19 台 4 台 1 台 

新発田観光タクシー株式会社 16 台 1 台 0 台 

太陽交通新発田中央株式会社 17 台 1 台 0 台 

 

 

 

  

73 66 62 66 64 68
54 46 47 52 48 46 43 37 28

22
19 19 19 22 17

17
18 18 19 21 21 23 23
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41
39 44 46 51 48

48
44 45

50 47 48 49 52

49

45
46 45

46 48 49 46 43
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14 9 10
3
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6
10136

124 125 131 137 133

164
154 156

167 178 173 172
164

153

0

50

100

150

200

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

(百万円)

(年度)

路線バス 市街地循環（あやめ）バス

菅谷・加治コミュニティバス 川東コミュニティバス

松浦地区公共交通 豊浦地区公共交通

図 バス運⾏に係る財政負担 
出典：新発田市資料 

表 市内の新潟県ハイヤー・タクシー協会の加盟会社と保有台数 

出典：事業者ヒアリング調査結果 
※令和５年６月時点 
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2.3  アンケート調査概要 

市民や市内の高校に通う高校生の移動実態や公共交通の利用状況、改善要望等を把

握し、課題整理や施策検討に活用するためにアンケート調査を実施しました。 

 

 

調査種別 住民アンケート調査 高校生アンケート調査 

対象 

○市内在住の 20 歳以上 80 歳未満 

※地区別人口をもとに配布数を設定 

○市内に立地する 6 校（新発田高校、新

発田南高校、新発田商業高校、新発田

農業高校、西新発田高校、新発田中央

高校）の第 2学年全員 

配布/回収 

○郵送配布/郵送回収 

配布日：令和 5 年 1月 13 日～ 

回収期限：令和 5 年 1月 27 日 

○直接配布/直接回収 

配布日：令和 5 年 1月 10 日～ 

回収期限：令和 5 年 1月 27 日 

配布数 3,787 部 1,280 部 

回収数 
1,772 部（回収率 46.8％） 

※各結果の「n」は、回答者数を表す 
1,097 部（回収率 85.7％） 

 

2.4  住⺠アンケートの主な調査結果 
(1)  回答者の属性 

地区別人口をもとに配布数を設定したため、各地区で概ね同数程度の回答を得てい

ます。年代別では、60 歳代以上の回答が多くなっています。回答者の性別は概ね男女

半々です。職業等では、「会社員・公務員・団体職員」が最も多く、次いで 60 歳代以

上の回答が多いため「無職」の回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代

4%

30歳代

9%

40歳代

11%

50歳代

15%

60歳代

28%

70歳代

29%

その他

4%

(n=1764)

※無回答等を除く

表 調査の概要 

図 居住地 図 年代 

本庁地区

13%

五十公野・米倉・

赤谷・松浦地区

13%

川東地区

13%

菅谷・加治

地区

13%

佐々木地区

12%

豊浦地区

13%

紫雲寺地区

12%

加治川地区

11%

(n=1745)

※無回答等を除く
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(2)  運転免許の保有等 
 回答者の 93％が運転免許を保有しており、90％が自家用車を所有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90%

7%

30%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用

車

バイク

自転車

なし
(n=1756)

※無回答等を除く

図 性別 図 職業等 

図 運転免許の保有 図 乗り物の所有 

会社員・公務員・

団体職員

33%

自営業・農業

12%
アルバイト・パート

15%

家事労働

9%

無職

29%

その他

2%

(n=1760)

※無回答等を除く

あり

93%

なし

5%

返納済み

2%

(n=1766)

※無回答等を除く

女性

53%

男性

47%

(n=1757)

※無回答等を除く
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(3)  外出の主な⾏き先 
主要な外出目的である「買い物」「通院」「通勤」の主な行き先は、それぞれ異なる

傾向がみられます。 

買い物は、「新栄町・舟入町など」「西新発田駅周辺」「中曽根町・城北町・緑町など」

に立地する施設を行き先とする割合が高くなっています。 

通院は、新発田病院が立地する「中心市街地」を主な行き先とする割合が高くなっ

ています。 

通勤では、市内の「周辺地区」や、「新潟市」といった市外を主な行き先とする割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(4)  移動⼿段 

いずれの外出目的でも、「自家用車」が８～９割を占めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買い物
(n=1687)

通院
(n=1106)

通勤
(n=707)

その他
(n=729)

中心市街地 14% 35% 17% 23%

西新発田駅周辺 21% 9% 6% 14%

新栄町・舟入町など 22% 10% 7% 15%

中曽根町・城北町・緑町など　 18% 14% 5% 10%

駅東側市街地　 12% 10% 6% 6%

周辺地区 6% 13% 20% 13%

新潟市 4% 6% 21% 11%

胎内市　 2% 1% 6% 2%

その他市町村 1% 2% 12% 6%

図 外出の主な⾏き先 

図 移動⼿段 

買い物
(n=1687)

通院
(n=1106)

通勤
(n=707)

その他
(n=729)

自家用車(自分で運転) 89% 84% 95% 79%

バイク 1% 1% 1% 1%

自転車　 4% 4% 2% 5%

徒歩 4% 4% 2% 6%

家族等の送迎　 12% 13% 2% 14%

鉄道 1% 1% 2% 1%

バス 2% 2% 1% 2%

乗合ワゴン 0% 0% 0% 0%

タクシー　 0% 2% 0% 1%

その他 0% 0% 1% 1%

※ 

市街地への移動
ニーズが高い 

※松浦地区公共交通、豊浦地区公共交通を指す。 
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(5)  バス・乗合ワゴンの認知度 
「運行内容までは知らないが、運行していることは知っている」の割合が約５割を

占めており、「運行しているか分からない（知らない）」が約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25%

8%

21%

39%

11%

17%

15%

1%

55%

54%

70%

55%

43%

63%

50%

11%

18%

27%

8%

6%

26%

18%

23%

24%

2%

11%

1%

0%

20%

2%

12%

64%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本庁地区

(n=206)

五十公野・米倉・赤谷・

松浦地区 (n=210)

川東地区

(n=206)

菅谷・加治地区

(n=201)

佐々木地区

(n=187)

豊浦地区

(n=204)

紫雲寺地区

(n=193)

加治川地区

(n=173)

運行内容（利用方法、ルート、運行時刻）を知っている

運行内容までは知らないが、運行していることは知っている

運行しているか分からない（知らない）

住んでいる地区ではバス・乗合ワゴンが運行していない

運行内容（利用

方法、ルート、

運行時刻）を

知っている

18%

運行内容までは知ら

ないが、運行してい

ることは知っている

50%

運行しているか分からない

（知らない）

19%

住んでいる地区

ではバス・乗合

ワゴンが運行し

ていない

13%

(n=1603)

※無回答等を除く

図 バス・乗合ワゴンの認知度 

図 バス・乗合ワゴンの認知度（地区別） 
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(6)  バス・乗合ワゴンの利⽤頻度と今後の利⽤可能性 
 バスや乗合ワゴンを「利用していない」人が 93％を占めています。今後の利用可能

性では、「日常的に利用することはないと思う」が 43％で最も高く、次いで「日常的

に利用するなら 10 年以上先だと思う」が 25％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日

0%

週に4、5日程度

0%

週に2、3日程度

1%

週に1日程度

0%

月に2、3日程度

2%

月に1日より少ない

4%

利用していない

93%

(n=1645)
※無回答等を除く

図 バス・乗合ワゴンの利⽤頻度 

図 今後、バス・乗合ワゴンを 
⽇常的に利⽤する可能性 

すでに利用している

3%

1年以内には利用す

る可能性がある

4%

5年以内には利用する

可能性がある

11%

10年以内には利用

する可能性がある

14%

日常的に利用す

るなら10年以上

先だと思う

25%

日常的に利用する

ことはないと思う

43%

(n=1591)

※無回答等を除く
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(7)  バス・乗合ワゴンの運⾏に係る市の財政負担、今後の⽅針について 
72％が公共交通の運行に係る本市の財政負担について「適切な範囲だと思う」と回

答しています。 

今後の方針としては、「現状を維持していく」が 56％を占めています。利用状況別

にみると、「現状を維持していく」「現状よりも充実を検討する」の合計が、利用者は

99％、非利用者でも 86％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現状を維持していく

56%
現状よりも充実を検討する

（財政負担が増加する）

31%

現状よりも縮小する（財政

負担が減少する）

13%

(n=1567)

※無回答等を除く

76%

71%

12%

21%

12%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

(n=105)

非利用者

(n=1403)

適切な範囲だと思う 多すぎると思う

少ないと思う

72%

55%

27%

31%

1%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

(n=103)

非利用者

(n=1407)

現状を維持していく

現状よりも充実を検討する（財政負担が増加する）

現状よりも縮小する（財政負担が減少する）

図 バス・乗合ワゴンの運⾏に 
  係る市の財政負担についての 

意向 

図 バス・乗合ワゴンの 
運⾏についての意向 

図 バス・乗合ワゴンの運⾏に 
係る市の財政負担についての 
意向（利⽤状況別） 

図 バス・乗合ワゴンの運⾏に 
ついての意向（利⽤状況別） 

適切な範囲だと思う

72%

多すぎると思う

20%

少ないと思う

8%

(n=1566)

※無回答等を除く
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(8)  運賃の値上げについて 
「値上げは必要ないと思う」の割合の方がやや高いですが、「値上げを検討しても

良いと思う」は４割を超えています。 

バス・乗合ワゴンの利用者についても４割以上が「値上げを検討しても良いと思う」

と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 運賃の値上げについての意向 

図 運賃の値上げについての意向（利⽤状況別） 

値上げは必要

ないと思う

56%

値上げを検討して

も良いと思う

44%

(n=1598)

※無回答等を除く

57%

56%

43%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

(n=104)

非利用者

(n=1432)

値上げは必要ないと思う

値上げを検討しても良いと思う
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(9)  事前予約制について 
バス・乗合ワゴンの利用者は、非利用者よりも「予約制が面倒であると回答した人

の割合」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10)  新技術の導⼊について 
自動運転車とスローモビリティはどちらも「分からない」が４～５割となっており、

「検討しても良い」は約３割にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 事前予約制についてどう感じるか（11 段階評価） 

図 ⾃動運転⾞の導⼊ 図 スローモビリティの導⼊ 

←予約制で良い   どちらでもない    面倒である→ 

13%

5%

14%

12%

10%

12%

5%

11%

5%

8%

9%

8%

4%

2%

4%

28%

24%

28%

4%

3%

4%

5%

9%

5%

5%

2%

5%

2%

2%

2%

14%

23%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1483)

利用者(n=92)

非利用者(n=1330)

検討しても良い

30%

しばらく検討は

必要ない

26%

分からない

44%

(n=1663)

※無回答等を除く

検討しても良い

28%

しばらく検討は

必要ない

25%

分からない

47%

(n=1629)

※無回答等を除く
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(11)  改善要望 
バス・乗合ワゴンの利用者の改善要望としては、「運行便数を増やす」「土曜日や日

曜日にも運行する」といった運行内容の充実に関する要望が多くなっています。 

非利用者の改善要望としては、「時刻表やルート図を分かりやすくする（情報発信

を増やす）」の割合が最も高く、次いで「のりば（バス停）を増やす」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22%

21%

56%

40%

22%

10%

16%

10%

3%

11%

4%

8%

10%

46%

35%

29%

26%

24%

22%

18%

10%

9%

2%

2%

1%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

時刻表やルート図を分かりやすくする（情

報発信を増やす）

のりば（バス停）を増やす

運行便数を増やす

土曜日や日曜日にも運行する

待っているときの快適性を高めるため、

待合小屋やベンチの設置を充実する

バスなどがどこにいるのか分かる

位置情報システムを充実する

乗り継ぎをなくす

キャッシュレスシステムを充実する

運賃を値下げする

最終便の時刻を遅くする

新しくきれいなバスやワゴン車両にする

始発便の時刻を早くする

その他

利用者(n=103)

非利用者(n=1365)

図 改善要望 
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2.5  ⾼校⽣アンケートの主な調査結果 
(1)  居住地 

高校生アンケートの回答

者の居住地は、市内と市外

が概ね半々となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  通学での移動⼿段 
市内居住者は、晴れた日は「自転車」、雨・雪の日は「家族等の送迎」の割合が高く、

市外居住者は「鉄道」を利用する人が約８割を占めています。 

通学での「バス・乗合ワゴン」の利用は、市内外の居住者ともに晴れた日は約１割、

雨・雪の日は約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37%

77%

29%

18%

13%

3%

35%

76%

30%

19%

13%

2%

2%

75%

49%

28%

18%

2%

3%

76%

46%

30%

17%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車

鉄道

家族等の送迎

徒歩

バス・

乗合ワゴン

その他

晴れた日 【登校】

(n=525)

晴れた日 【下校】

(n=523)

雨・雪の日【登校】

(n=526)

雨・雪の日【下校】

(n=509)

※無回答等を除く

66%

10%

38%

16%

10%

3%

64%

10%

39%

18%

11%

2%

2%

11%

74%

29%

18%

2%

2%

12%

71%

33%

18%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車

鉄道

家族等の送迎

徒歩

バス・

乗合ワゴン

その他

晴れた日 【登校】

(n=540)

晴れた日 【下校】

(n=538)

雨・雪の日【登校】

(n=540)

雨・雪の日【下校】

(n=530)

※無回答等を除く

本庁地区

26%

五十公野・米倉・

赤谷・松浦地区

4%

川東地区

2%

菅谷・加治地区

3%

佐々木地区

1%
豊浦地区

5%紫雲寺地区

4%

加治川地区

3%

新潟市

17%

阿賀野市

12%

胎内市

8%

聖籠町

7% 村上市

6%

その他の市町村

2%

(n=1046)

※無回答等を除く

図 居住地 

図 通学での移動⼿段（市内居住者） 図 通学での移動⼿段（市外居住者） 

市内 
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(3)  通学の時間帯 
登校では、午前７時半から午前８時にかけて自宅を出る人が多く、学校への到着は

午前８時半から午前８時 40 分に集中しています。下校では、学校を出る時刻は 16 時

前後や 19 時前後が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15%

12%

15%

11%

13%

18%

30%

24%

17%

12%

15%

11%

10%

16%

30%

23%

0%

10%

20%

30%

40%

～
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8
:
00

～
8
:
10

～
8
:
20

～
8
:
30

～
8
:
40

～
8
:
50

8
:
51

～

晴れた日 【自宅を出る】(n=1092)

晴れた日 【学校に着く】(n=1092)

雨・雪の日【自宅を出る】(n=1087)

雨・雪の日【学校に着く】(n=1086)

図 登校の時刻 
※10％以上のみ数値を表示 

図 下校の時刻 
※10％以上のみ数値を表示 

12%

17%

10%

11%
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10%

11%

13%
13%
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0
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0
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0

～
2
0
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0

～
2
0
:4

0

～
2
1
:0

0

2
1
:0

1～

晴れた日 【学校を出る】(n=1084)

晴れた日 【自宅に着く】(n=1083)

雨・雪の日【学校を出る】(n=1085)

雨・雪の日【自宅に着く】(n=1082)
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(4)  課外活動等 
「部活動・生徒会」を行っている高校生が約８割となっています。課外活動等を終

えて帰宅する際の移動手段としては、「家族の送迎」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52%

49%

43%

23%

10%

2%

77%

23%

26%

18%

2%

0%

72%

28%

21%

15%

8%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎

鉄道

自転車

徒歩

バス・乗合ワゴン

その他

部活動・生徒会(n=765)

塾・予備校(n=159)

その他(n=39)

※無回答等を除く

77%

16%

4%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部活動・生徒会

塾・予備校

その他

特にない (n=1016)

※無回答等を除く

図 課外活動後の帰宅時の移動⼿段 

図 課外活動の状況 
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(5)  バス・乗合ワゴンの認知度 
「運行内容までは知らないが、運行していることは知っている」の割合が約４割を

占めており、「運行しているか分からない（知らない）」が約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)  バス・乗合ワゴンの利⽤頻度 
バス・乗合ワゴンの利用者は４割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

運行内容（利用

方法、ルート、

運行時刻）を

知っている

32%

運行内容までは知ら

ないが、運行してい

ることは知っている

41%

運行しているか分から

ない（知らない）

22%

住んでいる地区

ではバス・乗合

ワゴンが運行し

ていない

5%

(n=1017)

※無回答等を除く

図 バス・乗合ワゴンの利⽤頻度 

図 バス・乗合ワゴンの認知度 

ほぼ毎日

4%
週に4、5日程度

8%

週に2、3日程度

5%
週に1日程度

3%

月に2、3日程度

6%

月に1日より少ない

17%

利用していない

57%

(n=1023)

※無回答等を除く
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(7)  改善要望 
高校生のバス・乗合ワゴンの利用者の改善要望としては、「運行便数を増やす」が最

も高く、次いで「時刻表やルート図を分かりやすくする（情報発信を増やす）」が高く

なっています。 

非利用者は「時刻表やルート図を分かりやすくする（情報発信を増やす）」の割合が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56%

43%

29%

29%

23%

19%

19%

18%

6%

6%

2%

1%

2%

46%

48%

35%

21%

20%

20%

18%

16%

8%

6%

2%

0%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運行便数を増やす

時刻表やルート図を分かりやすくする（情報発

信を増やす）

のりば（バス停）を増やす

土曜日や日曜日にも運行する

運賃を値下げする

バスなどがどこにいるのか分かる位置情報シス

テムを充実する

待っているときの快適性を高めるため、待合小

屋やベンチの設置を充実する

キャッシュレスシステムを充実する

乗り継ぎをなくす

新しくきれいなバスやワゴン車両にする

最終便の時刻を遅くする

始発便の時刻を早くする

その他

利用者(n=403)

非利用者(n=523)

図 改善要望 


